
既に、鉄骨ブレースおよび鉄板耐震壁を用いたアンカーレス耐震補強構法については、基本的な開発

を終了し実用化しています。本研究では、アンカーレス耐震補強構法のバリエーションを増やし、更

にローコスト化を目指して、RC耐震壁を適用した場合の補強耐力評価および変形能力を実験により確

認します。

研究の目的

アンカーレス耐震補強は、既存架構と補強部材との接合にあと施工アンカーを用いず、グラウト材を

充填するのみの工法で、既存梁－グラウト間、グラウト－補強部材間の摩擦により地震力を伝達する

構法です。本研究では、鉄骨ブレース及び鉄板耐震壁の代わりに、RC耐震壁、非耐力壁への増打ち耐

震壁、開口付き耐震壁を用いた場合について、１層１スパンモデルによる加力実験を行い、補強耐力

及び変形能力を確認しました。なお、RC耐震壁を用いた試験体には、既存架構と補強部材との接合部

に埋込みボルト（8-M20）を設置したものも対象としました。

技術の説明

RC耐震壁を用いた１層１スパンのアンカーレス耐震補強架構を対象に、繰返し載荷実験を行った結果、

次のような知見を得ました。1）アンカーレス耐震補強にRC耐震壁を用いても急激な耐力劣化を生じ

ることはなく、安定した荷重－変形関係を示す。2）アンカーレスRC耐震壁を用いた架構の耐力は、

鉄骨ブレース又は鉄板耐震壁を用いたアンカーレス耐震補強の耐力評価式で評価でき、R=1/100ま

で安全側に評価する。3）上記1）・2）のことから、アンカーレスRC耐震壁を用いた架構の靭性指標Ｆ

は、1.5以上が期待できる。
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